
研究構想図（令和８年度）     三次市立川西小学校 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

                                                            

 

 

 

        

  

 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

へき地・小規模校の三特性 「へき地性」「小規模性」「複式形態」 

◇教科の見方・考え方 

◇単元の工夫 

 「学習リーダーの育成」，「ファシリテーターとしての技術の向上」を行えば，

主体的・協働的に学び，考えを深める児童を育成することができるであろう。 

 
どのように学ぶか 

◇主体的で協働的な学び              ◇見守り型複式授業 何を学ぶか 

身に付けさせたい６つの資質・能力  

★課題把握 

 

心理的に安心・安全な学級・学校 

主体的・協働的に学び， 
  考えを深める児童の育成 

～へき地・小規模校の特性を活かした算数科の授業づくりを通して～ 

① 知識・理解 ② 思考力 ③ 判断力 

④ 表現力 ⑤ 主体性 ⑥ 協働性 
 

◇各教科の目標 

 

★見通し ★めあて 

○基盤学力「読み・書き・計算」    ○読解力（三次市教育委員会指定事業） 

◇川西小学びの 

スタイル 

（み 

◇教師の 

ファシリテ-ト  

 

★協働解決 

 

★対人関係のスキル 

（受け止めて引き出す） 

★場のデザインのスキル

（場をつくりつなげる） 

★構造化のスキル 

（かみ合わせて整理する） 

★合意形成のスキル 

（まとめて分かち合う） 

■学習リーダー育成 

のスキル 

 

★自力解決 

 

★まとめ 

 

★適用・活用 

 

★ふりかえり 
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研究主題 

研究仮説 


